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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  各種診断に使用される超音波診断装置におい
て、以前診断していた患者の計測結果を使用するのを防
ぐ。
【解決手段】  操作部１０７で操作者が設定した計測結
果および計測時刻を、記録部１０９に保存する。演算部
１０８において計測時刻を演算する。表示部１０５にお
いて、計測結果と共に計測時刻を表示することで、以前
計測した患者の計測結果を混用することを防ぐ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検者の診断画像を計測するための操作
手段と、操作者が前記操作手段で設定した計測結果およ
び計測を行った時刻を記録するための記録手段と、前記
計測時刻と前記計測結果を管理する演算手段と、前記診
断画像および操作者が計測した前記計測結果と各計測の
計測時刻を表示するための表示手段とを備える超音波診
断装置。
【請求項２】  前記操作者が設定した消去時刻以前の計
測結果を選択的に消去する手段を備えることを特徴とす
る請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】  前記消去時刻は、予め設定された消去時
間間隔と、各計測時刻から演算された計測時刻の間隔と
に基づいて、自動的に設定されることを特徴とする請求
項２記載の超音波診断装置。
【請求項４】  前記消去手段は、予め設定された消去時
間間隔と、各計測時刻から演算された計測時刻の間隔と
に基づいて、前記計測結果を自動的に消去することを特
徴とする請求項２記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、プログラムにより
計測結果を自動的に消去する機能を有する超音波診断装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、計測結果と患者ＩＤを関連づける
超音波診断装置は特開平７-１６３５５７号に記載され
たものが知られている。図８に、従来の計測結果と患者
ＩＤを関連づける超音波診断装置の構成を示しており、
この超音波診断装置は、生体に対し超音波を送受信し、
得られたエコーデータに基づいて超音波画像を表示する
超音波診断装置であって、患者ＩＤを入力する入力装置
８と、前記超音波画像と共に、前記超音波画像を基に計
測された計測結果と前記超音波画像を得た際の検査条件
とのうち少なくとも一方を患者情報として前記患者ＩＤ
に対応付けて記憶する患者情報記憶回路７と、この患者
情報記憶回路７から前記患者ＩＤに対応した前記超音波
画像と前記患者情報を読み出す制御回路５と、この制御
回路５により読み出された超音波画像及び患者情報を表
示する表示装置４により構成されている。
【０００３】図８に示された超音波診断装置において、
超音波探触子１は、駆動受信回路２で駆動され、超音波
を生体に送波し、生体からのエコー信号を受信するよう
になっている。受信回路２は、前記超音波探触子１を駆
動し、該超音波探触子で受信したエコー信号を増幅等し
て画像信号となし、これを画像メモリ回路３、及び必要
に応じ制御回路５を介して計測回路６、患者情報記録回
路７に出力するようになっている。画像メモリ回路３
は、前記送受信回路２からの画像信号を記憶すると共に
これを表示装置４に出力し、また必要に応じて記憶され
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ている画像を制御回路５を介し計測回路６に出力するよ
うになっている。
【０００４】表示装置４は、前記画像メモリ回路３から
の画像信号により画像表示するようになっており、ま
た、必要に応じ計測回路６による計測結果や患者情報記
憶回路７に記憶されている必要データを表示するように
なっている。表示装置４としては、具体的にはＴＶモニ
タを採用するが、その他種々の表示装置、記録機器を採
用することができる。
【０００５】制御回路５は、送受信回路２、画像メモリ
回路３、計測回路６及び患者情報記憶回路７にそれぞれ
接続され、これら送受信回路２、画像メモリ回路３、計
測回路６及び患者情報記憶回路７をそれぞれ制御するよ
うになっている。また、この制御回路５は後述する患者
情報記憶回路７に記憶されている検査条件を必要に応じ
て読み出し、これに基づき同一のエコーフィルター特性
等を自動的に設定できるようになっている。更にまたこ
の制御回路５は計測回路６の計測結果に基づき適宜のグ
ラフ等を作成できるようになっている。計測回路６は、
前記送受信回路２からの画像を計測し、その結果を制御
回路５及び患者情報記録回路７に出力するようになって
いる。
【０００６】患者情報記憶回路７は、患者ＩＤ並びにこ
の患者ＩＤに対応付けて患者名、計測結果及びエコーフ
ィルター特性、ＳＴＣカーブ、ＧＡＩＮ、Ｄｙｎａｍｉ
ｃＲａｎｇｅ等の検査条件等の患者情報を記憶するよう
になっており、必要に応じ、これらの情報を読み出し、
表示装置に表示できるようになっている。また、入力装
置８は患者ＩＤを例えばキー入力するものである。
【０００７】そして、以上のような装置は、患者の再検
査時に入力装置８より患者ＩＤを入力すると、対応する
患者名等のデータが患者情報記憶回路７から読み出され
表示装置４に表示され、また過去の計測結果があるとき
はこれも読み出して表示装置４に表示できるようになっ
ている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の超音波診断装置においては、操作者が新しい患者の
計測を行う際、患者IDを入力することが必要であり、患
者IDを入力せず、次の被検者を計測した場合、計測結果
が削除されず、異なる患者の計測結果が混在する問題を
有していた。
【０００９】本発明は、上記従来の問題を解決するもの
で、各計測結果と計測時刻を記録し、異なる被検者の計
測結果が混在するのを防ぐ、優れた超音波診断装置を提
供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
は、被検者の診断画像を計測するための操作手段と、操
作者が前記操作手段で設定した計測結果および計測を行
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った時刻を記録するための記録手段と、前記計測時刻と
前記計測結果を管理する演算手段と、診断画像および前
記操作者が計測した計測結果と各計測の計測時刻を表示
するための表示手段とを備えている。この構成により、
計測を行う際、計測結果及び計測時刻双方を記録し、計
測結果及び計測時刻を同時に管理でき、異なる被検者の
計測結果が混在しているか否かを判断できる、優れた超
音波診断装置が得られる。
【００１１】また、上記超音波診断装置は、さらに、前
記操作者が設定した消去時刻以前の計測結果を選択的に
消去する手段を備えてもよい。この構成により、各計測
項目の計測時刻から、現在の患者に対する計測結果でな
い情報を削除できる。
【００１２】また、前記消去時刻は、予め設定された消
去時間間隔と、各計測時刻から演算された計測時刻の間
隔とに基づいて、自動的に設定されてもよい。この構成
により、操作者が選択操作を行わずに、消去する計測結
果を選択できる。
【００１３】さらに、前記消去手段は、予め設定された
消去時間間隔と、各計測時刻から演算された計測時刻の
間隔とに基づいて、前記計測結果を自動的に消去しても
よい。この構成により、操作者が消去操作を行わずに、
不要な計測結果を削除できる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図７を用いて説明する。
【００１５】図１は、本発明の超音波診断装置の第１の
実施の形態のブロック図を示す。図１において、送信部
１０２は、超音波を送信するための信号を生成する。超
音波探触子１０１は、送信部１０２で生成された信号を
超音波として披検体に送信し、反射した超音波を受信す
る。受信部１０３は、超音波探触子１０１で受信した超
音波を受信信号に検波する。再生部１０４は、受信部１
０３で検波した受信信号を超音波画像として再生する。
制御部１０６は、送信部１０２、受信部１０３、再生部
１０４、表示部１０５を制御する。操作部１０７は、表
示部１０５に表示された診断画像を計測するための操作
者からの入力を制御部１０６に伝える。時刻カウンタ１
１０は現在時刻を常に計測する。計算式記録部１１１
は、操作部１０７で設定した情報を、演算部１０８にお
いて計測結果に計算するための計算式を記録する。記録
部１０９は、操作部１０７で設定した計測結果を記録す
ると同時に時刻カウンタ１１０からの計測時刻を記録す
る。演算部１０８は、計測結果と計測時刻を管理する。
表示部１０５は、再生部１０４で再生された被検者の超
音波画像を表示し、さらに、演算部１０８からの、計測
結果と計測時刻を表示する。
【００１６】以上のように構成された超音波診断装置に
ついて、図２を参照して、その動作を説明する。まず時
刻カウンタ１１０は常に現在時刻を計算している。被験
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者に対し診断を行うため、送信部１０２より超音波を送
信し、超音波探触子１０１を介して被験者に対し超音波
を送受信する。超音波探触子１０１より受信した信号を
受信部１０３を介し受信し再生部１０４において再生し
表示部１０５において表示する（ステップ１）。再生部
１０４において再生された診断画像に対し、操作者が操
作部１０７を操作し、制御部に操作内容を送る。（制御
部１０６は、計測操作の場合、計測情報を演算部１０８
に送る。演算部１０８は、制御部１０６から送られた計
測情報を元に、計算式記録部１１１より計算式を入力
し、計算を実行し、計測結果を演算する（ステップ
２）。演算部１０８は、計測結果を記録部１０９に記録
すると同時に、時刻カウンタ１１０より計測時刻を入力
し、記録部１０９に計測結果と対応づけて記録する（ス
テップ３）。ステップ２とステップ３を、必要な計測分
繰り返す（ステップ４）。計測終了後、記録部１０９か
ら、計測結果及び計測時刻を演算部１０８に入力し、演
算部１０８は計測結果と計測時刻を一覧表示情報に変換
して表示部１０５に入力する。一覧表示情報は表示部１
０５において表示する（ステップ５）。図３に、ステッ
プ５において表示する管理画面を示す。管理画面２００
は計測結果と計測時刻を一覧表示している。
【００１７】以上のように本発明の第１の実施の形態に
よれば、計測時に計測結果と共に計測時刻を保存し、計
測結果と計測時刻を管理しているため、計測時刻から各
計測毎に異なる被験者の計測結果が混在しているか否か
の判断が可能となる。
【００１８】図４は本発明の超音波診断装置の第２の実
施の形態のブロック図を示す。図４において、計測結果
消去操作部１１２は、操作者が消去する消去時刻を選択
する。消去演算部１１３は、時刻カウンタ１１０から現
在時刻を入力し、計測結果消去操作部１１２で操作者が
選択した消去時刻と記録部１０９に保存した計測時刻を
比較し、消去時刻以前に記録した計測結果及び計測時刻
を記録部１０９から消去する。
【００１９】以上のように構成された超音波診断装置に
ついて、図５を参照して、その動作を説明する。まず、
第１の実施の形態のステップ１からステップ５までの手
順で、計測結果と計測時刻を一覧表示する。操作者が消
去処理を実施する場合は、操作部１０７を操作し、消去
処理を選択する。消去処理を実施しない場合は終了する
（ステップ６）。計測結果消去操作部１１２を操作し、
消去時刻を入力する（ステップ７）。入力された消去時
刻を消去演算部１１３に送る。記録部１０９に保存され
ている計測時刻を比較する。消去時刻より以前の計測時
刻に対応する計測結果を消去する（ステップ８）。図６
に、ステップ８において表示する管理画面を示す。管理
画面２００において、計測結果と計測時刻を一覧表示
し、消去時刻２０１を表示している。
【００２０】以上のように本発明の第２の実施の形態に
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よれば、計測結果と計測時刻を管理し、操作者が設定し
た消去時刻以前の計測結果を消去するため、被験者の計
測結果の混在を防ぐことが可能となる。
【００２１】なお、あらかじめ、記録部１０９に消去時
間間隔を記録しておき、消去演算部１１３において、記
録部１０９に保存されている各計測時刻について、前回
計測時刻との差（すなわち計測時刻の間隔）をそれぞれ
演算して、各計測時刻の間隔と消去時間間隔とを比較
し、計測時刻の間隔が消去時間間隔より大きい場合、そ
の計測時刻の前回の計測時刻を消去時刻として設定して
もよい。図７は、記録部１０９において計測時刻と計測
結果と共に、前回計測時刻との差（すなわち計測時刻の
間隔）を記録している事を示している。この場合、操作
者が消去時刻を操作することなく消去時刻を設定するこ
とが可能となる。
【００２２】なお、あらかじめ、記録部１０９に消去時
間間隔を記録しておき、消去演算部１１３において、記
録部１０９に保存されている各計測時刻について、前回
計測時刻との差（すなわち計測時刻の間隔）をそれぞれ
演算して、各計測時刻の間隔と消去時間間隔とを比較
し、計測時刻の間隔が消去時間間隔より大きい場合、そ
の計測時刻の前回の計測時刻における計測結果を消去し
てもよい。この場合、操作者がステップ６からステップ
８の消去操作を行わずに、異なる被験者の計測結果を消
去することが可能となる。
【００２３】なお、本発明による超音波診断装置の機能
は、磁気ディスク、光磁気ディスク、ＩＣカード、Ｐ
Ｄ、ＤＶＤ―ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＲＯＭ、ＲＡＭ
等の記録媒体にプログラムとして記録することができ
る。よって、この記録媒体をコンピュータで読みとるこ
とにより、本発明による超音波診断装置の機能を実現す
ることができる。
【００２４】
【発明の効果】以上のように本発明の超音波診断装置
は、被検者の診断画像を計測するための操作手段と、操
作者が前記操作手段で設定した計測結果および計測を行
った時刻を記録するための記録手段と、計測時刻と計測
結果を管理する演算手段と、診断画像および操作者が計*
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*測した計測結果と各計測の計測時刻を表示するための表
示手段とを備えている。したがって、本発明によれば、
計測を行う際、計測結果及び計測時刻双方を記録し、計
測結果及び計測時刻を同時に管理でき、異なる被検者の
計測結果が混在しているか否かを判断できる、という効
果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における超音波診断
装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態における超音波診断
装置の動作説明のためのフロー図
【図３】本発明の第１の実施の形態における超音波診断
装置の表示画面の一実施例を示す説明図
【図４】本発明の第２の実施の形態における超音波診断
装置の構成を示すブロック図
【図５】本発明の第２の実施の形態における超音波診断
装置の動作説明のためのフロー図
【図６】本発明の第２の実施の形態における超音波診断
装置の表示画面の一実施例を示す説明図
【図７】本発明の第２の実施の形態における超音波診断
装置の記録部の一実施例を示す説明図
【図８】従来の超音波診断装置の構成を示すブロック図
【符号の説明】
１０１  超音波探触子
１０２  送信部
１０３  受信部
１０４  再生部
１０５  表示部
１０６  制御部
１０７  操作部
１０８  演算部
１０９  記録部
１１０  時刻カウンタ
１１１  計算式記録部
１１２  計測結果消去操作部
１１３  消去演算部
２００  管理画面
２０１  消去時刻

【図３】 【図６】
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